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Ａ．研究目的 

本研究班では、子どものみならず、親と子の

心のケア体制を構築すること、さらに世界的に

様々な精神疾患に対してその有効性が認めら

れている CBT の治療原理に基づいた心理教育

マテリアルを親と子、さらに専門家に提供する

ことを目標としている。親と子を対象に CBT

を用いた心のケアを実践のために、有用でユー

ザーフレンドリーな心理教育マテリアルを作

成するとともに、教育資材の有効活用を目指し

て、専門家を対象とした研修プログラムを開発

する。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究の方法は以下の通りである。 

1. 親と子の心のケアのための心理教育マテ

リアルの開発 

・ 様々な精神症状に合わせた親用と子ど

も用の心理教育マテリアルを作成 

・ コミュニケーションスキルの訓練用の

ハンドブックを作成（親用と子ども用） 

 

2. 親と子の心のケアのための専門職を対象

にした研修プログラムの開発 

・ コミュニケーションスキル訓練の研修

（医療従事者用） 

・ 短時間 CBT 実施訓練の研修（医療従事

者用） 

 

Ｃ．研究結果 

 平成 29 年度は児童・青少年用のメンタルヘ

ルスに関する心理教育マテリアルや文献を検

索し、関係者や業者との会議を重ね、日本版親

と子の心のケアに関する心理教育マテリアル

の草案を作成した。 

 

Ｄ．考察 

 平成 29 年度は、日本版親と子の心のケアに

関する心理教育マテリアルに関する情報収集

を行いマテリアルの原案作成を行った。平成

30 年度には、親、養護教員、医師、心理士、

看護師など、親や専門職が子どもと一緒に読み

合せるだけで心理教育と精神的なケアの介入

が可能な心理教育マテリアルの作成を計画し
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認知行動療法(Cognitive behavior therapy; 以下、CBT)は、うつ病、不安障害、強迫性障害、

心的外傷後ストレス障害など、年齢を問わず幅広い対象に対する効果が示されており(Clark, 

2010 他)、医療だけでなく、教育、産業など様々な分野で用いられている。本研究における CBT

班では「CBT を用いた親と子の心のケアを実施するための人材育成方法と保健指導プログラム

の作成」を目指し、親と子の心のケア体制を構築することを目的とする。平成 29 年度は海外や

本邦で使用されている児童・青少年用のメンタルヘルスに関する心理教育マテリアルや文献を集

め、関係者や業者との会議を重ね、本邦で求められている親と子の心のケアに関する心理教育資

材の内容とそれらの提供方法について検討した。 
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ている。その後、医療従事者や専門家にヒアリ

ングを行い、マテリアルの改善を施し、効果的

な心理教育用冊子の検討を考えている。 

 

Ｅ．結論 

 29 年度 CBT 班は、親と子の心のケアのため

の心理教育マテリアルを作成するための情報

収集を行い、親と子の心のケア用の教育マテリ

アルの草案を練った。引き続き平成 30 年度中

には親と子の心のケアのための心理教育マテ

リアルの完成を目指す。また、同年後半には、

親と子の心のケアのための専門職を対象にし

た研修プログラムの開発に着手することを目

標とする。そして、平成 31 年度前半に、研修

プログラムの完成を目指し、同年の中頃には、

連携機関での研修を実施できるよう立案して

いく必要がある。 
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